
(57)【要約】
【課題】　食品廃棄物であるオカラから回収した有効成分であるオカラエキスを有効活用
した化粧品を提供する。
【解決手段】　オカラを加熱加圧処理したり、酵素処理したり、これらを組み合わせたり
して取り出した有効成分であるオカラエキスの固形分濃度を１～２２％に調整し、これを
化粧品基材の１～３５％の範囲で配合する。なお、オカラエキスの他に、オカラを加熱加
圧処理した後これを酵素処理、または、加熱加圧処理せずに酵素処理してから固液分離し
た残渣を微細化処理して得られる微細繊維を更に加えても良い。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
オ カ ラ エ キ ス の 固 形 分 濃 度 を １ ～ ２ ２ ％ に 調 整 し 、 こ れ を 化 粧 品 基 材 の １ ～ ３ ５ ％ の 範 囲
で 配 合 し て な る 化 粧 品 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 オ カ ラ エ キ ス は 、 オ カ ラ を 加 熱 加 圧 し た り 、 酵 素 処 理 し た り 、 こ れ ら を 組 み 合 わ せ た
り し て 処 理 し た 処 理 物 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 化 粧 品 。
【 請 求 項 ３ 】
オ カ ラ を 加 熱 加 圧 処 理 し た 後 こ れ を 酵 素 処 理 、 ま た は 、 加 熱 加 圧 処 理 せ ず に 酵 素 処 理 し て
か ら 固 液 分 離 し た 残 渣 を 微 細 化 処 理 し て 得 ら れ る 微 細 繊 維 を 更 に 加 え て な る 請 求 項 １ 又 は
２ に 記 載 の 化 粧 品

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は オ カ ラ の 有 効 成 分 を 化 粧 品 基 材 に 配 合 し て な る 化 粧 品 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 豆 腐 、 豆 乳 を 製 造 す る 際 副 生 す る オ カ ラ は 、 従 来 か ら 一 部 食 用 と し て 用 い ら れ て い る ほ
か 、 飼 料 、 肥 料 等 と し て 利 用 さ れ て き た が 、 分 解 し 難 い 食 物 繊 維 を 多 量 に 含 有 す る た め そ
の 利 用 率 は 低 く 、 し か も 極 め て 腐 食 し 易 い こ と や 水 分 含 有 率 が 高 い こ と に よ り 、 現 在 で は
ほ と ん ど が 産 業 廃 棄 物 と し て 処 分 さ れ て い る 。 そ し て 、 そ の 処 分 費 は 年 間 １ ０ ０ 億 円 以 上
に 達 し 社 会 問 題 化 し て い る た め 、 か か る オ カ ラ の 有 効 な 再 利 用 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 オ カ ラ に は 、 多 糖 類 、 ペ ク チ ン な ど の 可 溶 性 食 物 繊 維 や 大 豆 た ん ぱ く 質 、 イ ソ フ ラ ボ ン
、 サ ポ ニ ン な ど の 有 効 成 分 （ 以 下 、 総 称 し て オ カ ラ エ キ ス と 言 う ） が 多 く 含 ま れ て お り 、
オ カ ラ エ キ ス を 抽 出 す る 技 術 は 、 既 に 特 許 文 献 に 開 示 さ れ て い る 。
例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は オ カ ラ を 加 熱 加 圧 処 理 す る か 、 加 熱 加 圧 処 理 後 、 さ ら に セ ル ラ ー
ゼ 処 理 、 ペ ク チ ナ ー ゼ 処 理 、 プ ロ テ ア ー ゼ 処 理 お よ び リ パ ー ゼ 処 理 の う ち 、 少 な く と も ２
以 上 の 処 理 の 組 み 合 わ せ の 酵 素 処 理 や 微 生 物 に よ る 発 酵 処 理 を 行 う こ と に よ り 新 規 生 物 系
材 料 を 得 る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 そ し て 、 得 ら れ た 材 料 は 調 味 料 等 の 食 品 材 料 、 化 粧 品
基 材 、 医 薬 品 基 材 等 と し て 使 用 可 能 と な る と 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は オ カ ラ に 水 を 加 え て セ ル ラ ー ゼ 、 ヘ ミ セ ル ラ ー ゼ お よ び グ ル カ ナ
ー ゼ か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ た 酵 素 で 処 理 し て 得 ら れ る 保 湿 剤 と 、 該 保 湿 剤 を 化 粧 水 、 乳
液 、 ク リ ー ム 、 ロ ー シ ョ ン 、 美 容 液 、 パ ッ ク 、 入 浴 剤 、 フ ァ ン デ ー シ ョ ン 、 化 粧 下 地 、 口
紅 、 体 臭 予 防 剤 、 デ オ ド ラ ン ト 剤 、 養 毛 剤 、 育 毛 剤 、 シ ャ ン プ ー 、 リ ン ス 、 化 粧 石 鹸 お よ
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び ボ デ ィ ソ ー プ に 配 合 し た 化 粧 品 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ８ ９ ８ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ３ １ ６ ５ ２ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の 各 特 許 文 献 に よ れ ば 、 オ カ ラ か ら 有 効 成 分 で あ る オ カ ラ エ キ ス を 取 り 出 し 、 化 粧
品 に 配 合 す る こ と は 記 載 さ れ て い る が 、 有 効 な 配 合 方 法 は 示 唆 す ら さ れ て い な い 。
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 オ カ ラ エ キ ス を 特 定 の 条 件 で 化 粧 品 基 材 に 配 合 す る こ と に よ り
、 均 一 な 組 成 の 経 時 的 に 安 定 で 相 分 離 し な い 保 湿 性 の 高 い 化 粧 品 を 提 供 せ ん と す る も の で
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 化 粧 品 は オ カ ラ エ キ ス の 固 形 分 濃 度 を １ ～ ２ ２ ％
、 好 ま し く は 、 ２ ～ １ ５ ％ 、 に 調 整 し 、 こ れ を 化 粧 品 基 材 の １ ～ ３ ５ ％ 、 好 ま し く は 、 ２
～ ２ ０ ％ の 範 囲 で 配 合 し て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ し て 、 オ カ ラ エ キ ス は オ カ ラ を 加 熱 加 圧 し た り 、 酵 素 処 理 し た り 、 こ れ ら を 組 み 合 わ
せ た り し て 処 理 し た 処 理 物 が 望 ま し い 。 ま た 、 オ カ ラ を 加 熱 加 圧 処 理 し た 後 こ れ を 酵 素 処
理 、 ま た は 、 加 熱 加 圧 処 理 せ ず に 酵 素 処 理 し て か ら 固 液 分 離 し た 残 渣 を 微 細 化 処 理 し て 得
ら れ る 微 細 繊 維 を 更 に 加 え て も 良 い 。 更 に 、 化 粧 品 基 材 に は 、 前 述 の オ カ ラ エ キ ス の 他 に
従 来 か ら 使 用 さ れ て い る 保 湿 材 （ 例 え ば 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 、 ポ リ グ ル タ ミ ン 酸 等 や そ れ ら の
誘 導 体 ） を 配 合 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 こ こ で 言 う 化 粧 品 と は 、 美 容 液 、 ロ ー シ ョ ン 、 ク リ ー ム 、 パ ッ ク 、 口 紅 、 入 浴 剤
等 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 オ カ ラ エ キ ス の 固 形 分 濃 度 が １ ％ 未 満 の 場 合 に は 、 保 湿 性 や そ れ に 基 づ く し っ と り し た
使 用 感 が な く 、 ま た 、 ２ ２ ％ を 超 え る 場 合 に は 、 長 期 保 存 の 場 合 の 経 時 的 な 安 定 が 悪 く な
る が 、 本 発 明 の 化 粧 品 に よ れ ば 、 化 粧 品 基 材 に 配 合 す る オ カ ラ エ キ ス の 固 形 分 濃 度 を １ ～
２ ２ ％ に 調 整 し 、 こ れ を 化 粧 品 基 材 の １ ～ ３ ５ ％ の 範 囲 で 配 合 す る よ う に し て い る の で 、
均 一 な 組 成 の 経 時 的 安 定 で 相 分 離 し な い 保 湿 性 の 高 い 化 粧 品 を 製 造 で き る 。
ま た 、 オ カ ラ エ キ ス の 他 に 、 オ カ ラ を 加 熱 加 圧 処 理 し た 後 こ れ を 酵 素 処 理 、 ま た は 、 加 熱
加 圧 処 理 せ ず に 酵 素 処 理 し て か ら 固 液 分 離 し た 残 渣 を 微 細 化 処 理 し て 得 ら れ る 微 細 繊 維 を
更 に 加 え て れ ば 、 皮 膚 へ の 適 度 な 刺 激 に よ る 活 性 化 と 、 そ れ に よ る 化 粧 品 成 分 の 浸 透 性 促
進 が 図 ら れ る と 共 に 、 つ や 消 し 効 果 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 化 粧 品 の 製 造 方 法 を 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 原 料 と し て の オ カ ラ は 、 例 え ば 、 豆 乳 を 絞 っ た 後 の 生 の 状 態 の オ カ ラ 、 又 は 、 一 旦 冷 凍
さ せ て そ の 後 解 凍 し た オ カ ラ 、 或 い は 、 乾 燥 オ カ ラ を 使 用 す る 。 そ し て 、 こ れ ら オ カ ラ に
所 定 の 水 を 加 え て 、 例 え ば 、 オ ー ト ク レ ー ブ 、 エ ク ス ト ル ー ダ ー 、 パ イ プ リ ア ク タ ー 等 の
高 圧 加 熱 管 式 反 応 器 等 の 装 置 に 投 入 す る 。 そ し て 、 所 定 加 熱 温 度 ま で 迅 速 に 昇 温 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 加 熱 加 圧 処 理 の 条 件 は 、 こ の 処 理 に よ っ て 豆 類 の 細 胞 が ば ら ば ら に な る こ と が 必 要 で あ
る た め 、 例 え ば 、 温 度 ８ ５ ～ １ ５ ０ ℃ の 範 囲 、 圧 力 １ Ｋ Ｐ ａ ～ ３ Ｍ Ｐ ａ の 範 囲 、 時 間 １ ０
～ １ ８ ０ 分 間 の 範 囲 で あ る こ と が 望 ま し い 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 所 定 時 間 加 熱 加 圧 さ れ た 被 処 理 物 は 、 装 置 か ら 取 り 出 さ れ 濾 布 の 袋 に 入 れ ら れ た 後 、 加
圧 圧 搾 さ れ オ カ ラ エ キ ス が 回 収 さ れ る 。 上 述 の 如 く 、 加 圧 圧 搾 さ れ オ カ ラ エ キ ス を 回 収 し
た 残 り の 残 渣 は 、 セ ル ラ ー ゼ 等 の 酵 素 で 水 解 反 応 処 理 さ れ た 後 、 濾 布 の 袋 に 入 れ て 加 圧 圧
搾 さ れ 、 更 に オ カ ラ エ キ ス が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た オ カ ラ エ キ ス は 必 要 に 応 じ て エ バ ポ レ ー タ ー に て 濃 縮 さ れ 、 所
定 の 固 形 分 濃 度 に 調 整 し た 後 、 化 粧 品 基 材 に 所 定 の 割 合 で 配 合 さ れ 製 造 さ れ る 。 ま た 、 必
要 に 応 じ て オ カ ラ エ キ ス と 共 に 微 細 繊 維 が 加 え ら れ る
か か る 微 細 繊 維 は 、 オ カ ラ を 加 熱 加 圧 処 理 し た 後 こ れ を 酵 素 処 理 、 ま た は 、 加 熱 加 圧 処 理
せ ず に 酵 素 処 理 し て か ら 固 液 分 離 し た 残 渣 を 粉 砕 機 、 磨 砕 機 で 微 細 化 し た も の で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 含 水 率 ８ ２ ％ の オ カ ラ １ ０ kgに 水 ２ ０ kgを 加 え て オ ー ト ク レ ー ブ に 入 れ 、 密 閉 状 態 で 常
温 （ 約 ２ ０ ℃ ） か ら １ ２ ０ ℃ ま で を ２ ０ 分 で 昇 温 し た 。 そ の 後 、 直 ち に 降 温 さ せ 、 常 温 ま
で 冷 却 で き た と き に 被 処 理 物 を オ ー ト ク レ ー ブ か ら 取 り 出 し 、 濾 布 の 袋 に 入 れ て 、 加 圧 圧
搾 し て 液 体 成 分 を 回 収 し て 得 た 固 形 分 濃 度 ３ ％ の オ カ ラ エ キ ス を 、 ロ ー シ ョ ン 原 液 に ５ ％
（ い ず れ も 重 量 比 ） 加 え た ロ ー シ ョ ン を 製 造 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の ロ ー シ ョ ン を 肌 に 塗 る と 、 そ の 直 後 に 肌 の 水 分 率 は ４ ６ ％ と な り 、 そ の 後 徐 々 に 水
分 率 は 低 下 し て １ ５ 分 で ４ ３ ％ と な っ て 安 定 し た 。 そ の 後 １ 時 間 経 過 後 も 水 分 率 は 一 定 で
あ っ た 。 な お 、 ロ ー シ ョ ン 塗 布 前 の 肌 の 水 分 率 は ４ １ ％ で あ っ た 。 肌 の 水 分 率 は 、 松 下 電
器 産 業 (株 )製 肌 水 分 計 （ 型 番 ： Ｄ Ｍ Ｒ ２ ） を 使 用 し た 。 こ の ロ ー シ ョ ン を 塗 布 し た 後 に は
肌 に し っ と り 感 が 感 じ ら れ た 。 こ の ロ ー シ ョ ン は １ ヵ 月 経 過 後 も 相 分 離 が な く 安 定 で あ っ
た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 実 施 例 １ で 作 製 し た オ カ ラ か ら 回 収 し て 得 た オ カ ラ エ キ ス を 、 ク リ ー ム 素 地 に ６ ％ （ 重
量 比 ） 加 え た ク リ ー ム を 製 造 し た 。
こ の ク リ ー ム を 肌 に 塗 る と 、 そ の 直 後 に 肌 の 水 分 率 は ４ ８ ％ と な り 、 そ の 後 徐 々 に 水 分 率
が 低 下 し て ２ ０ 分 で ４ ５ ％ と な っ て 安 定 し た 。 そ の 後 １ 時 間 経 過 後 も 水 分 率 は 一 定 で あ っ
た 。 な お 、 ク リ ー ム 塗 布 前 の 肌 の 水 分 率 は ４ ０ ％ で あ っ た 。 肌 の 水 分 率 測 定 は 実 施 例 １ と
同 じ で あ る 。 こ の ク リ ー ム を 塗 布 し た 後 に は 肌 に し っ と り 感 が 感 じ ら れ た 。 こ の ク リ ー ム
は １ ヶ 月 経 過 後 も 相 分 離 が な く 安 定 で あ っ た 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 実 施 例 １ で オ カ ラ を 加 熱 加 圧 処 理 、 圧 搾 し て オ カ ラ エ キ ス を 回 収 し た 残 り の 固 形 残 渣 に
セ ル ラ ー ゼ 酵 素 を 加 え て 水 解 反 応 処 理 し 、 こ れ か ら 分 離 し て 回 収 し た 固 形 分 濃 度 ３ ． ５ ％
の オ カ ラ エ キ ス を 、 ロ ー シ ョ ン 原 液 に ５ ％ （ い ず れ も 重 量 比 ） 加 え た ロ ー シ ョ ン を 製 造 し
た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の ロ ー シ ョ ン を 肌 に 塗 る と 、 そ の 直 後 に 肌 の 水 分 率 は ４ ６ ％ と な り 、 そ の 後 徐 々 に 水
分 率 が 低 下 し て １ ５ 分 で ４ ３ ％ と な っ て 安 定 し た 。 そ の 後 １ 時 間 経 過 後 も 水 分 率 は 一 定 で
あ っ た 。 な お 、 ロ ー シ ョ ン 塗 布 前 の 肌 の 水 分 率 は ３ ９ ％ で あ っ た 。 肌 の 水 分 率 測 定 は 実 施
例 １ と 同 じ 方 法 に よ っ た 。 こ の ロ ー シ ョ ン を 塗 布 し た 後 に は 肌 に し っ と り 感 が 感 じ ら れ た
。 こ の ロ ー シ ョ ン は １ ヶ 月 経 過 後 も 相 分 離 が な く 安 定 で あ っ た 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 実 施 例 １ で 作 製 し た オ カ ラ か ら 回 収 し て 得 た オ カ ラ エ キ ス を ロ ー タ リ ー エ バ ポ レ ー タ ー
で 真 空 濃 縮 し 、 固 形 分 濃 度 １ ０ ％ の 濃 厚 オ カ ラ エ キ ス を 作 製 し た 。 こ の オ カ ラ エ キ ス を ク
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リ ー ム 素 地 に １ ０ ％ （ い ず れ も 重 量 比 ） 加 え た ク リ ー ム を 製 造 し た 。
こ の ク リ ー ム を 肌 に 塗 る と 、 そ の 直 後 に 肌 の 水 分 率 は ４ ９ ％ と な り 、 そ の 後 徐 々 に 水 分 率
が 低 下 し て ２ ５ 分 で ４ ６ ％ と な っ て 安 定 し た 。 そ の 後 １ 時 間 経 過 後 も 水 分 率 は 一 定 で あ っ
た 。 な お 、 ク リ ー ム 塗 布 前 の 肌 の 水 分 率 は ４ １ ％ で あ っ た 。 肌 の 水 分 率 測 定 は 実 施 例 １ と
同 じ で あ る 。 こ の ク リ ー ム を 塗 布 し た 後 に は 肌 に し っ と り 感 が 感 じ ら れ た 。 こ の ク リ ー ム
は １ ヶ 月 経 過 後 も 相 分 離 が な く 安 定 で あ っ た 。
【 比 較 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 オ カ ラ １ kgに 水 ２ ０ kgを 加 え て 固 形 分 ０ ． ３ ％ の 加 熱 加 圧 処 理 回 収 液 で あ る オ カ ラ エ キ
ス を 作 製 し 、 こ れ を 用 い て ロ ー シ ョ ン を 製 造 し た 。 加 熱 加 圧 処 理 時 の 水 の 添 加 率 以 外 の 条
件 は 実 施 例 １ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の ロ ー シ ョ ン を 肌 に 塗 る と 、 そ の 直 後 に 肌 の 水 分 率 は ４ ６ ％ と な り 、 そ の 後 徐 々 に 水
分 率 が 低 下 し て １ 時 間 後 に は 塗 布 前 の 水 分 率 に 戻 っ た 。 な お 、 ロ ー シ ョ ン 塗 布 前 の 肌 の 水
分 率 は ４ １ ％ で あ っ た 。 肌 の 水 分 率 測 定 は 実 施 例 １ と 同 じ で あ る 。 こ の ロ ー シ ョ ン を 塗 布
し た 後 は 水 を 塗 っ た よ う な 感 じ で 、 最 初 は べ た べ た し 、 乾 燥 す る と し っ と り 感 は 感 じ ら れ
な か っ た 。 な お 、 こ の ロ ー シ ョ ン は １ ヶ 月 経 過 後 も 相 分 離 が な く 安 定 で あ っ た 。 　
【 比 較 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 実 施 例 １ で 作 製 し た オ カ ラ か ら 回 収 し て 得 た 液 体 を ロ ー タ リ ー エ バ ポ レ ー タ ー で 真 空 濃
縮 し 、 固 形 分 濃 度 ２ ５ ％ の オ カ ラ エ キ ス を 作 製 し た 。 こ の オ カ ラ エ キ ス を ク リ ー ム 素 地 に
１ ０ ％ （ い ず れ も 重 量 比 ） 加 え た ク リ ー ム を 製 造 し た が 均 一 な 製 品 は で き な か っ た 。 従 っ
て 、 商 品 価 値 は 認 め ら れ な か っ た 。
【 比 較 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 実 施 例 ４ で 作 製 し た 固 形 分 濃 度 １ ０ ％ の オ カ ラ エ キ ス を ク リ ー ム 素 地 に ０ ． ０ ５ ％ （ い
ず れ も 重 量 比 ） 加 え た ク リ ー ム を 製 造 し た 。 そ の 結 果 は 比 較 例 １ と 同 様 で あ っ た 。
【 比 較 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 施 例 ４ で 作 製 し た 固 形 分 濃 度 １ ０ ％ の オ カ ラ エ キ ス を ロ ー シ ョ ン 原 液 に ４ ０ ％ （ い ず
れ も 重 量 比 ） 加 え た ロ ー シ ョ ン を 製 造 し た 。 そ の 結 果 、 １ ５ 日 後 に は 相 分 離 を 生 じ 、 均 一
な 品 質 を 保 て な か っ た 。

10

20

30

(5) JP 2005-298400 A 2005.10.27


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description

